
（別紙３）

～ 令和7年2月22日

（対象者数） 100 （回答者数） 58

～ 令和7年2月22日

（対象者数） 26 （回答者数） 14

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

情報提供の強化と透明性の向上
保護者が活動内容や避難訓練の実施状況についてもう少し詳
しく把握できるよう、事前にスケジュールや内容を明確にお
伝えすることが重要です。また、活動の目的や進行状況につ
いても、定期的にフィードバックを提供することで、保護者
に安心感と信頼を持っていただけるような仕組みを作ってい
きたいと思います。

2

多様な連絡手段の提供
LINE以外の連絡手段も提供し、保護者が自分に合った方法で
気軽に連絡できるようにすることで、より便利でアクセスし
やすいコミュニケーション環境を作ることができます。例え
ば、療育相談日をつくり、保護者の不安や疑問に迅速に対応
できるようになります。

3

定期的なフォローアップと個別支援の強化
お子様の成⾧に合わせた個別支援をさらに強化し、保護者と
の連携を密にすることで、より効果的な支援が可能になりま
す。例えば、定期的な個別面談や、子どもの成⾧に合わせた
柔軟な支援計画の見直しを行うことにより、保護者がより安
心して支援を受けられるようにするとともに、子どもの特性
に合ったサポートを提供することができます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

情報提供とコミュニケーションの強化
保護者との情報共有をより効果的に行うため、活動内容や避
難訓練、イベントスケジュールなどの詳細を事前に明確に伝
える仕組みを作ることが重要です。定期的な銀河だよりや個
別面談、インスタグラムを活用することで、保護者が必要な
情報を迅速に把握できるようにし、疑問や不安を軽減する工
夫が必要です。

2

個別支援の体制強化と一貫性の確保
お子様一人ひとりの特性に合った支援が提供できていること
は重要ですが、支援の内容にばらつきがないようにするた
め、職員間での連携を強化し、支援内容を共有する仕組みを
整えることが必要です。しっかりとしたアセスメントをし、
定期的なカンファレンスやチームミーティングを実施し、全
職員が一貫したアプローチで支援できるように工夫してい
く。

3

イベントや活動の透明性の向上と参加促進
イベントや活動の情報を事前に十分に提供し、参加方法や開
催日時について明確に伝えることが求められます。また、保
護者が参加しやすい環境を整えるために、柔軟な開催時間や
多様な参加方法を検討し、保護者のニーズに合った活動を企
画することが大切だとかんじました。

安心感と信頼
多くの保護者が、お子様が安心して楽しみに通っていることを
述べており、安心感を重視した支援が評価されています。保護
者から「先生に会えるのが嬉しい」や「帰る時に楽しかったと
言っている」といった声があり、子どもたちにとって居心地の
良い環境が整っていることが強みです。

個別対応と配慮
事業所はお子様一人ひとりの特性に合わせた支援を行い、子ど
もたちの安心感を大切にしています。例えば、子どもの気持ち
や特性に配慮し、無理なく活動に参加できるよう工夫されてい
ます。保護者からも「本人の特性を理解して支援してくれてい
る」との声があり、個別対応に力を入れていることが伝わって
よかったです。

○事業所名 銀河鉄道

○保護者評価実施期間 令和7年1月20日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和7年1月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年2月3日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

親身で丁寧な対応
先生方が親身で丁寧に対応していることが、保護者から高く評
価されています。相談にも快く応じ、安心してサポートを受け
られる環境が整っており、保護者から「優しく丁寧に対応して
いただきありがたい」との感謝の言葉があり、信頼感を築いて
います。

連絡手段の多様化と情報提供
LINEやインスタグラムを活用して、保護者に活動の様子を手
軽に伝える工夫がなされています。これにより、保護者がどこ
にいても活動の様子を確認でき、安心感を持ってもらえるよう
になっています。また、活動の写真にスタンプを使うなど、プ
ライバシーに配慮している点も評価されています。

柔軟な支援と多様な活動
事業所はお子様一人ひとりの特性に合わせた支援を行ってお
り、活動内容が多様で子どもたちが楽しみながら成⾧できる環
境が整っています。保護者が「家ではできない遊びを経験でき
る」と感じるような機会を提供しており、支援が手厚いと高く
評価されています。

イベントの実施ときょうだいへの配慮
きょうだい向けのイベントや交流の機会を設け、家庭全体での
支援ができるように工夫しています。これにより、親同士の交
流や子ども同士の交流が生まれ、支援がより包括的で温かみの
あるものとなっています。保護者からも「きょうだいも参加で
きるイベントがとても良い」との声があり、家族全体への配慮
がされています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

情報提供の不足
いくつかの保護者から、避難訓練や特定の活動について十分に
情報が提供されていないと感じているという意見がありまし
た。連絡帳やLINEでの情報提供は行われていますが、具体的
な活動内容や訓練の日時など、詳細な情報が不足していると感
じる保護者もいるようです。

情報共有とコミュニケーションの不足
保護者から、避難訓練や特定の活動についての情報が十分に提
供されていない、または連絡手段が限られていると感じている
意見がありました。これにより、保護者が活動の内容や重要な
情報を把握できず、不安を感じる可能性があります。情報共有
の体制やコミュニケーション手段を強化する必要があります。

連絡手段の限界
一部の保護者が、LINE以外での連絡がしづらいと感じている
ことが指摘されています。連絡手段がLINEに限定されている
ことで、他の方法で連絡を取りたい保護者にとっては不便を感
じることがあるかもしれません。

個別支援の対応の不均一さ
保護者の中には、個別対応や支援が十分でないと感じる場合も
あります。特に、連絡帳や他の職員からの情報だけでは不安が
残ることがあり、全職員が一貫した支援を行うための体制や仕
組みが整っていないことが要因となっている可能性がありま
す。お子様一人ひとりのニーズに応じた柔軟な対応が求められ
ます。

イベントや活動の透明性不足
保護者の中には、イベントや活動の頻度、参加方法、開催状況
について十分に把握できていないと感じている方もいます。父
母の会や保護者会の情報提供が不足しており、イベントの詳細
についてももう少し事前に分かりやすく伝えられるようにして
いきたいです。

イベントや活動の透明性と説明不足
保護者からは、イベントや活動の頻度、内容、参加方法に関す
る情報が不足しているという声がありました。父母の会や保護
者会などの開催状況がわかりにくい、または十分に周知されて
いない場合、保護者が積極的に参加しにくい状況が生まれるこ
とがあります。イベントや活動に関する情報の事前共有や、参
加しやすい環境づくりが必要です。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

銀河鉄道
公表日 　　　　7年　　3月　　31日

利用児童数 　　　　　年　　　月　　　日 回収数

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 54 2 0 2

・とても広いと思います。
・いつもおもちゃでたくさん遊んだ～と嬉しそうに話してくれ
ます。
・各組毎でも戸を開けてフラットにもできるのでTPOに応じて
使用できる。
・部屋に10人ほど登園している時は少し狭さを感じました。
・（他の）見学に行ってみましたが十分だと思いました。
・十分広いと思います。
・もう少し広かったらいいなとは思います。
・十分だと思います。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 54 2 0 2

・教室の中では大丈夫かもしれませんが、バスに連れていく時
など子供同士が手をつないでいたので（判断できません）
・たくさんの先生方が見てくれていると感じています。
・適切と思います。
・対応できる人員数だと思います。
・いつも子供をよく見ていただいて、ありがたいです。
・たくさんの先生方がいらっしゃるなとびっくりしました。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

51 1 0 5

・教室ごとの扉にスティックを差し込み職員が出入りするの
で、週数回の利用で園児たちの入れ替わりが多くても部屋を抜
け出すといった行動を防止することができるので安心だと感じ
た。
・きちんとしていると思います。
・足が不自由な子を見ましたが移動がスムーズにできていたの
で適切であると思いました。
・その子に合わせての教室で過ごしていると説明があり納得も
できています。
・そこまでしっかり見ていないのでわかりません。
・本やおもちゃ等子どもがわかりやすく切り替えもしやすいよ
う配置されている。
・玄関にスロープがあればよいかなと思います。
・整っていると思います。
・遊ぶ場・学ぶ場とわかりやすいと思います。
・入口までバリアフリー化（スロープの設置）されています。
・わかりやすく安全だと思います。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

55 1 0 2

・廊下が物で若干せまく感じます。
・とても良い環境だと思います。
・とてもきれいな場所ばかりでした。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。 

54 1 0 2

・本人の気持ちが切り替わるまで待ってくれる等本人の特性を
よく分かっているなと思います。
得意不得意だけでなく好きなものまで把握していただいている
ので苦手なものもうまく誘導してできるよう支援していただい
ています。
・特性に応じたクラスがあるので、充分な支援が受けられてい
ると思う。
・（適切な支援を）受けられていると思います。
・PTやSTが来所したりと、十分に支援が受けられていると思い
ます。
・細かく一人一人のその時の状況に応じて対応、対処してくれ
ています。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。

53 0 0 4
・（あっていると）思います。
・一致します。

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思
いますか。

57 1 0 0

・毎日しっかり話し合いが行われていると思います。
・じっくりと話し合いをした上で子どもに合った計画が作成さ
れていると思います。
・親の思い描く理想の目標を、こどもが負担にならない、スト
レスにならず今後の生活に必要な目標として一緒に考えて子ど
ものために作成してくださっています。
・親の意見を取り入れつつ先生も無理のない内容で支援計画を
作成してくれます。
・しっかり段階を踏んで作成されているのがわかります。
・親より本人の特質をわかってくれていました。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支
援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体
的な支援内容が設定されていると思いますか。

53 1 0 1

・いつも丁寧にヒアリングして提案してくださります。
・とても分かりやすく説明していただきながら、質問もできる
ので、十分理解できます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

「十分広い」「おもちゃで遊ぶことを楽
しんでいる」といったご意見を嬉しく思
います。また、フラットにできる点につ
いてもご理解いただきありがとうござい
ます。今後もこの利点を活かし、より快
適な空間作りに努めます。
一方で、広さに関するご意見について
は、人数に応じたスペース活用やレイア
ウトの工夫を検討し、改善を進めてまい
ります。

「たくさんの先生方が見てくれている」
とのご意見をいただき、大変嬉しく思い
ます。今後も十分な人数で子どもたちを
しっかりと見守り、安全な環境を提供し
ていきます。

足が不自由なお子さんに対しての移動が
スムーズだったとのご意見もいただき、
適切に対応できていることを確認でき、
安心しました。

「本やおもちゃの配置」や「遊ぶ場・学
ぶ場のわかりやすさ」についてもご満足
いただけていることに感謝します。玄関
のスロープについてのご提案も、今後の
改善点として検討させていただきます。

ご意見ありがとうございます。廊下の広
さについてご指摘いただき、今後の改善
点として検討させていただきます。快適
な環境を保つために、整理整頓にさらに
配慮してまいります。

適
切
な
支
援
の
提
供

「得意不得意」「好きなものまで把握し
ている」とのご意見に基づき、今後もお
子様一人ひとりに合った支援を続けてま
いります。また、PTやSTなど専門的な支
援がしっかり行われていることをご安心
いただけているようで、ありがたく思い
ます。

ありがとうございます。

毎日しっかりと話し合いを行い、お子様
に合った支援計画を作成していることを
評価していただき、嬉しく思います。親
の思い描く理想を反映し、負担なくスト
レスのない目標設定を心がけており、そ
の点をご理解いただけていることに感謝
します。
また、お子様の特質をしっかりと把握
し、無理のない内容で支援計画を作成し
ていることをご安心いただけているよう
で嬉しく思います。今後も段階を踏ん
で、より良い支援を提供できるよう努め
てまいります。
ありがとうございます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 52 1 0 2

・知識あるスタッフが面談時に経験を合わせて話をしてくれた
ので、信頼できると感じている。
・毎回計画に沿って支援されているので子どもも成⾧していま
す。
・（計画に沿った支援だと）思います。
・子どもの気になる行動や困ったことについて相談、情報提供
をしても、思った返事がいただけないこともあった。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

50 3 0 3

・人数の多い園や親だけではできない遊びを取り入れている印
象。子どもが理解しやすく段階を踏まえているので勉強にな
る。
・毎日楽しんでます。
・毎月目標と別に、ムーブメント、リトミック、音楽療法など
盛り沢山だと思います。
・飽きないよう色々と工夫していると思います。
・様々なプログラムを組んでくださるので「今日これやった
～」の変化があります。
・毎回発見があるようで、楽しく成⾧できています。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと
活動する機会がありますか。

39 3 2 12

・（機会が）あるとニコニコしながら楽しかったーと色々と教
えてくれます。
・広報誌などでそれらの活動を目にします。
・銀河へ行くと子どもが「こっちで遊んだんだよ～」と隣の施
設（保育園）を指さします。
・あまりわかりません（知りませんでした）

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。

54 1 0 0
・なんでも丁寧な説明があります。
・十分（な説明が）ありました。

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 54 0 0 1

・（支援内容の説明を）されています。
・（わからないに○）忘れてしまいました。
・計画を見ながらたくさん説明してくださいます。
・しっかり説明していただきました。

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。

47 2 1 5

・親子Dayなど楽しんで参加できる日がありうれしいです。
・親子Dayやぽっぽや教室で子どもと一緒に学べるのはとても
うれしいです。
・参加できるものを沢山教えてくださいます。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。

52 4 0 0

・銀河での様子だけでなく、幼稚園や他の事業所での状況も理
解していただいています。
・毎回「今日はこれをして～」と遊びの説明と様子も教えてく
ださり、心の成⾧も教えてくださります。
・子供の成⾧についての情報を伝えていたが銀河鉄道ではどう
変化が見られたのか、連絡帳だけでは情報が少ない

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 52 3 1 0

・親が求めればすぐに対応していると思う。また求めやすいよ
うに声をかけてくれる。
・いつも忙しい中相談に親切に応えてくれます。
・定期でモニタリングもあるが、常日頃相談にのってくださる
ので助かります。
・個別面談は積極的に応じてくれます。
・面談で困っていることを伝えると沢山アドバイスしてくださ
ります。
・ちょこちょこ相談も聞いてくださり、その都度本人の発達状
況を教えてくれて助かります。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 53 0 1 2

・否定的なことは言わないでくれて、保護者に良い方向へアド
バイス、共感してくれています。
・「こういう時大変ですよね」といたわってくださる言葉が嬉
しいです。
・十分にされていると思います。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

43 5 1 7

・クリスマスのイベントで少し知り合いの保護者と関わること
ができた。
・まだ参加回数は多くないですが、毎回イベントは開かれてい
るので交流の機会は多いと思います。
・いつも楽しく参加しています。きょうだい向けのイベントは
とてもいいと思います。
・きょうだいも参加できるイベントに何度か行かせてもらいま
した。どの家庭の何歳の子にも優しく平等に接してくださいま
す。
・まだ連れて行ってませんが、ぜひ参加したいです。
・父母の会、保護者会等の開催状況（いつ、どのくらいの頻
度）などわかりません。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。

49 4 0 3

・先生方は話しやすく親身に対応していただけていると感じて
います。
・連絡帳に相談事を書くと帰りには制度なども教えてください
ます。とても丁寧です。
・相談したくても、なかなかLINE以外連絡がしづらい。時間が
なかなか取れなくてできないと思ったことはある。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。

47 5 1 3

・子どもの前で子どもが悪いことをした話をする時少し濁した
り配慮してくれています。
・LINEで連絡や情報を受け取れるのが、とても便利です。
・（配慮されていると）思います。

供
子どもの気になる行動や困ったことにつ
いて、十分な対応ができていなかったこ
とをお詫び申し上げます。今後は、より
しっかりとしたコミュニケーションを心
がけ、保護者様のご意見に対して適切な
対応を行うよう努めてまいります。

子どもたちが楽しんで学べるよう、段階
を踏んだプログラムやさまざまな活動を
取り入れていることをご評価いただき嬉
しく思います。ムーブメント、リトミッ
ク、音楽療法など、毎月の目標に加えて
多彩なプログラムを提供し、飽きずに楽
しく成⾧できるよう工夫しています。

お子様が楽しんで活動した後に「楽し
かった」と教えてくれることを嬉しく思
います。また、広報誌や他の施設での活
動についてもご覧いただき、ご理解いた
だけていることに感謝します。

「銀河へ行くと～」というお話も、施設

いつでも相談しやすい環境を提供できて
いることを嬉しく思います。また、面談
や日常的な相談にも親切に対応し、お子
様の発達状況について適切なアドバイス
をお伝えできているとのお言葉、ありが
とうございます。

常に共感し、前向きなアドバイスを心が
けていることを評価していただき、嬉し
く思います。「こういう時大変ですよ
ね」といたわりの言葉をかけることがで
きていることに安心しました。

クリスマスのイベントやきょうだい向け
のイベントに参加していただき、楽しん
でいただけたことを嬉しく思います。交
流の機会が多いと感じていただけている
ことに感謝します。
「きょうだいも参加できるイベント」に
ついても、今後も多くのご家庭にとって
有意義な機会となるよう努めてまいりま
す。また、父母の会や保護者会について
のご質問については、今は、父母会では
なく、保護者対象のイベントを開催して
おります。今後は、もっとたくさんの方
先生方が親身に対応し、連絡帳を通じて
丁寧にサポートできていることを評価し
ていただき、嬉しく思います。
また、連絡手段についてのご指摘もあり
がとうございます。LINE以外の連絡方法
や時間の確保について、今後より便利で
スムーズな方法を検討し、さらに相談し
やすい環境を整えてまいります。

お子様の前で配慮をしながら話すことを
大切にしている点を評価いただき、嬉し
く思います。また、LINEでの連絡や情報
提供が便利だと感じていただけているこ
とに感謝します。
今後も引き続き、配慮を持ちながら、便
利な方法で情報をお届けできるよう努め
てまいります。

保
護
者
へ
の
説
明
等

ありがとうございます。

ありがとうございます。

今後も楽しめる企画をしていきます。ぜ
ひご参加ください。

お子様が銀河や他の事業所でどのように
過ごしているか、しっかりと理解してい
るとのお言葉をいただき、嬉しく思いま
す。また、遊びの説明や心の成⾧につい
てもお伝えできていることを嬉しく思い
ます。



21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。

53 1 0 2

・いつもライン、インスタで見ています。
・ラインで細かく連絡をしてくれますし、インスタグラムでも
楽しそうな活動が伝わってきます。
・おたよりだけでは見逃してしまう行事の予定も教えてくださ
るので助かります。
・インスタ見ています。LINEもありがたいです。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 52 0 0 4

・活動の写真は個別で送ってくれます。送ってくださる写真に
スタンプで隠しが入っているので、とても配慮していただいて
います。
・（留意されていると）思います。

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

45 2 1 8

・感染症にかかったらこういう対応をしてくださいという手紙
をくださいました。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。

43 0 1 12

・聞いたことがないです。
・避難訓練をやったと聞いたことがないかも。（登園する）水
曜日以外でやっているかもしれませんが。
・「避難訓練したよー」と言っておりました。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

49 1 0 6
・教室に危ないものもなく、安全が確保されています。

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

47 4 0 5

・事故にあったことがないのでわかりません。
・転んだり少しの傷でも教えてくださいます。
・些細なことでも詳しく教えていただきました。
・連絡帳での説明及び、みていない職員の方からの情報だけと
いうことが多かった。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 51 1 1 2

・拒否が一度ありましたが、おおむね安心する場所だと思って
いると思います。
・いつも楽しみにしていて早く行きたそうにしているので安心
感があるのだと思います。
・銀河という場所にも職員の方にも安心しています。
・通所した日の娘の話を聞くと安心感を持って通所している様
子がうかがえます。
・毎週、通う日を楽しみにしています。
・「先生に合えるのが嬉し～」と言っています。安心感と信頼
があります。
・（安心感を持って通所している）思います。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 49 4 0 2

・銀河鉄道に行けるのを楽しみにしていて本人に合っていて良
かった。
・いつも楽しく通っています。先生方のことも大好きなようで
す。
・木金なので疲れが見られる時があります。
・毎日すごく楽しみにしています。
・普通です。
・いつも楽しみにしていて早く行きたそうにしているので安心
感があるのだと思います。
・子供から「銀河に行く!」という言葉が出るようになりまし
た。
・家ではなかなかできない遊びを経験できたりするので楽しみ
です。
・先生に合えるのも、遊べるのも楽しみにしています。
・送迎バスに乗ることや先生やお友達と遊ぶのを楽しみにして
います。
・すごく楽しみにしています。

29 事業所の支援に満足していますか。 51 2 0 2

・こどもが通うために楽しめる、安心できるを第一に求めてい
るので、私は感謝しております。
・大満足です。
・帰る時、楽しかった～と言っています。
・優しく丁寧に対応していただいたり、心配なことも嫌な顔せ
ず聞いてもらえありがたいです。子どもも成⾧していると感じ
るので満足です。
・銀河だけの時もですが、幼稚園や他の事業所にも行って、よ
り銀河のありがたみや職員の方々の優しさがわかりました。い
つも感謝しております。
・手厚い支援をありがとうございます。
・送迎もしていただけて、時間も丁度よく先生方や職員の方々
も親切に対応してくださりとても満足しています。
・とても満足です。ありがとうございます。

満
足
度

お子様が銀河鉄道で安心感を持って楽し
みに通所している様子を伺い、大変嬉し
く思います。「先生に会えるのが嬉し
い」とのお言葉をいただき、職員として
も安心して過ごしていただける環境を提
供できていることに感謝しています。

お子様が銀河鉄道に行くことを楽しみに
しており、毎回楽しんで通っていただけ
ていることを嬉しく思います。先生方や
お友達との交流を楽しみにしている様子
も伝わり、安心しております。

また、疲れが見られる時もあるとのこと
ですが、無理なく楽しんでいただけるよ
う、今後も配慮してまいります。引き続
き、より良い環境を提供できるよう努め
てまいりますので、どうぞよろしくお願
いいたします。

お子様が安心して楽しく通える場所であ
り続けることができ、また、私たちのサ
ポートを評価していただき、大変嬉しく
思います。「大満足」とのお言葉や、成
⾧を感じていただけていることに心から
感謝申し上げます。

LINEやインスタグラムを通じて、日々の
活動を楽しんでいただけていることを嬉
しく思います。これからも、わかりやす
く情報をお伝えできるよう努めてまいり
ます。

活動の写真について、プライバシーに配
慮してスタンプを使うなどの対応を評価
いただき、嬉しく思います。今後も引き
続き、安心してご覧いただけるよう配慮
を大切にしてまいります。

非
常
時
等
の
対
応

感染症に関する対応について、事前に手
紙でお伝えできたことをご評価いただ
き、嬉しく思います。今後も引き続き、
適切な対応を迅速にお伝えできるよう努
めてまいります。

避難訓練について、情報が不足していた
ことをお詫び申し上げます。今後は避難
訓練の実施状況や日時をより明確にお伝

えできるよう努めてまいります

ありがとうございます。

お子様が事故にあったことがなく、安心
して過ごされていることを嬉しく思いま
す。また、転んだり少しの傷でもご連絡
を差し上げている点を評価いただき、あ
りがとうございます。



（別紙５）

公表日 　　　　　年　　月　　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 10 4

・その日の利用人数によっては、ひまわりさんが少し狭いのではと思う時があり
ます。
・静養室が適切に設置されていない
・活動を行う部屋は概して狭く感じる。
・個別に支援を行える部屋がない
・「はい」にしたが、多動な子供が数人いる日があり、集中しないように工夫し
ているがなかなかうまくいかないのが現状である。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である
か。

12 1

・おおむね適切か。
・療育を行いながら休憩時間を交代して取っているが、時間的には不十分
・必要な人数は配置されている。
・少し多めに配置し、Wに対しても負担が少ないと思う。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

11 3

・一つの部屋を複数の目的で使用せざるを得ず、ASDの特性のある子にとってわ
かりにくい空間。
・子どもに分かりやすいものというよりは、安全に過ごせるように、できるだけ
物を置いていない。
・完全ではないが、できていると思う。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

12 2

・個別で利用する部屋にも物が目に入るところにあり、落ち着けたり集中できる
のかなと思う時があります。
・廊下に教材等があふれていて、快適な状況ではない。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら
れる環境になっているか 。

11 3

・気持ちを落ち着くことのできる場所があったら良いなと思うことがあります。
・パニック対応（カームダウン）の部屋が用意されていない。
・部屋や空間を分けられていない。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、
広く職員が参画しているか。

11 2
・業務改善目標は示されていない（非常勤には?）
・全職員はでいていない。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

13 0
・業務の改善につながっているかどうかは今一つ明確でない。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。 

14 0

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

13 0

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

14 0
・必要な研修すべてが受けられる状況ではない。
・事業所内・外の研修にも参加している

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 13 0

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成
しているか。

12 1
・もう少しアセスメントを強化知った方がよい。

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ
でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最
善の利益を考慮した検討が行われているか。 

12 1
・作成は児発管に任せているように思われる。
・行っているがアセスメントが適切かはわからない。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ
ているか。 

14 0
・非常勤職員には共有されていないように思われる。
・共有されていることは知っているが、担任職でないため計画に沿っているかは
わからない。

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ
ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使用する等により確認しているか。

10 3

・標準化された検査の実施は全員に行えていない。
・もっとアセスメントを強化した方がよい。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支
援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな
がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具
体的な支援内容が設定されているか。

12 1

・具体的ではない

事業所名

環
境
・
体
制
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備

業
務
改
善

適
切
な

事業所における自己評価結果公表



17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 12 1
・チームでは行っていない。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 12 1

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児
童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。

13 0

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい
るか。

11 2
・十分ではないように思われる。
・必ずではない

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援
の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

10 3

・担任がバス送迎に行ってしまい毎回できてはいない。可能ならば５分ほどでも
よいので振り返りの時間を確保してもらえると大変ありがたい。
・必ず行えるとは限らない。
・必ずではない
・プログラムによって行っていると思う。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に
つなげているか。

13 0

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性
を判断し、適切な見直しを行っているか。

13 0

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

13 0

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

14 0

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の
観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども
園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報
共有と相互理解を図っているか。

13 0

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、
支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

14 0

28
地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携
を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

12 0

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け
たり、職員を外部研修に参加させているか。

13 0

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極
的に参加しているか。

12 0

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー
パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

8 0

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど
もと活動する機会があるか。

14 0
・保育園が隣接されている。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

14 0

34
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ
ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機
会や情報提供等を行っているか。

11 1
・十分とはいえないが取り組んでいる。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか。

13 0

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊
重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家
族の意向を確認する機会を設けているか 。

13 0

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者
から児童発達支援計画の同意を得ているか。

13 0

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

14 0

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま
た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている
か。

10 2

・保護者が集える機会はあるが、十分ではない。
・きょうだいへの支援はうすく、できていないことがある。
・きょうだい参加の活動はあるが、保護者会の開催はない。交流する機会は作っ
ていると思う。

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す
るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合
に迅速かつ適切に対応しているか。

14 0
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41
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ
り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。

14 0

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 14 0

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

14 0

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

10 2

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施しているか。

13 0

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

13 0

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

13 0

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応
がされているか。

13 0

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

13 0

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

12 1
・家族に周知しているかどうか不明

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について
検討をしているか。

13 0

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

14 0

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児
童発達支援計画に記載しているか。

12 0
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